ヨウチエン ノ ニチジョウ セイカツ ノ ナカ デノ ホイクシャ ト コドモ ノ カカワリ オ ミツメル 2 : 3サイジ Aオ ノ セイカツ ノ ヨウスカラ by 実松, 瑞栄






A Study of The Support in A Three Years Child 
Mizue SANEMA TUS 
(Received November 19, 1993) 













平成5年度の 3歳児クラスの中から 1人の男児 (A男 5月生れ）の 1学期






＊ 父 （公務員） ・母 ・兄 （小 1年） • 本人の 4 人家族
＊ 住宅地だが、家の前を道路が走り、近くには子どもが遊べるような場所はない
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* 5月の身長 97、2Cm、体重 12、3kgの小柄な男の子
m 研究の内容










吃 il J・ な・ヌ軟を その とをきれいに 、しる 4 2 6 れ
良い天気。登園してきた子どもたちが、それぞれに、自分のしたいことを始めた。
登園した時から「ニワトリさんに行こう」と保育者を誘い続けていたM子の要求にやっと





折り紙の入った箱を机の上に置く 。A男は、その箱から白色の折紙を 1枚出して 3角形に




















保育者は、 「怪獣？ 。うわー、上手だね」 「片付けまでできたんだね。すごいなー」と感





















ちょ っと色をつけただけで 2個目を取りに来る子、ちょ っと 色をつけたものに割り箸や
糸をつけて振り回したり、それを固庭に持って出る子、水道の所で泳がせた らしく 「滞れ
た」と持って来る＋………等々 。そんな中でT男は 1人、長いこと黙々と色をつけ続け





淮に塗ろうとすると 、 「そうじゃ 、いけん」と不機嫌に怒る 。出来上がると後ろの壁に
貼っておいてと 言う。
＊ ちょ っと色がつけば喜ぶ子どもたちの中にあ って、 A男だけは、根気よく、いろん
な色を使って、丁寧に塗り上げるし、仕上げなければいけないけど、疲れたと 言う。





























咆 •5 .,...を宅 ザき五で ・`至6を日える 5 1 2 『れ
保育に参加した学生が、 A男は、数詞を 10 0近くまで唱えることができ、数字を書く
こともずいぶんできる。また、英語でもかなりの数まで唱えることができる、と驚いて報
告する。






吃、 7 ： に そばばーと 圭ぃ をつながない 5 2 7 れ



















児 ：8 おとなしそ‘な にキックやパンチを る 5 1 1日 火 B・れ
朝、誰かが崩した積み木の上を、 A男と K男が渡り歩いている。 (K男は、 活動的に遊
ぶよりも落ち着いて考えながら遊ぶ小柄な子で、 A男とタイプが似ている子である ）A男
は、先程作ったプロックの剣を腰に差している 。 2人はそれぞれ勝手に遊んでいるよう
だったが、いきなり A男が、腰の剣を抜いて K男の頭を数回たたく 。少し離れたところで
プロックで遊ぶ子どもたちに関わっていた保育者が、 「A男ちゃん、 K男ちゃんが痛い
ょ」と 言 うと A男は「痛くないよ」と 言 う。保育者が再び、 「じゃ 、自分の頭をたたいて
ごらん、痛いから」と 言 うと、 A男は自分の頭をコンコンとたたき「痛くないよ」と 言
う。それからまた 2人は、別々に積み木で遊ぶ。 K男は続けて積み木の上を歩くが、 A男
はゴチャゴチャの積み木の中に座り込み、何かぶつぶつ言いながら、ハンドルを動かすよ
うに 1つの積み木を動かしている。何かになりきっている様 J 0 
しばらく後、保育者がふと見ると、 A男がK男を入り口のガラス戸に押し付けてキ ック
したりパンチしたりしている 。 K男は泣きそうな顔をしながらもされるままにな ってい
る。保育者は、あわてて 2人を引き離し、 「K男ちゃん、泣かないんだ、強いね」 「A男














た。そんな中で、 A男は 1人カスタネットを持ってきて椅子に座って打つ。 きちんと、タ


















そんな中から、あえて言えばA男だからと 言う思いで関わったと 言えそうな記録を 4個
下に取り出してみる。
記録 l A男と 2人で遊ぶ 5月19日 （水） 晴れ
大学の幼稚園課程の 3年生が 5人、幼稚園教育基礎実習(I)の授業で保育に参加している
ので、保育者は今日は他のことを気にかけず、 A男だけに心を寄せ関わ ってみようと思








































記録 2 保育参加した母親と話し合う 5月28日 （金）晴れ
この日は、母親が、保育に参加する 。A男は、登園後しばらくは、保育室で積み木に
上っ た りなどぶらぶ らしている 。明日は 5月生 まれの子の誕生会で、 3歳組では A男が
祝っても らうことにな っている。保育者は、 全部の子が登園して遊び始めたので、 「A男
ちゃんがお部屋に居てちょうどよかった。明日はA男ちゃんの誕生会ね。4歳にな った手
型をとろうね」と呼び掛け 「何色にしようかな」 と言うと、 「黄色。ちがう 。ほんとは青





いな手の跡がつく 。皆が、 「うわー、きれい」と 言うと、得意そうに手を洗いに行く 。そ
して、他の子が、 「ぼくも」 「わたしも」と 言っている言葉を尻目に、スキ ップするよう


















•もうミーテ ィ ングを終わろうという時、 A男の母親が質問なのですがと皆を引き止め






じー」などと 言うこと、 子 どもだからと祖父母が大目にみてくれること、自分が忙し
くしているようなときにやはり 子 どもが荒れた言動をすることなど話す。




＊ 母親が子どもの前に出て 言動を指示 したり、 直接にそんな 言動はしなくとも母親の
願いがA男の言動を左右するようなことがあるのではないかと思っていたが、そんな













く 記録 C A男の変化が感じられだした頃の記録 ＞ 
記録 l 母親と話し合い、 A男の誕生会もすんだ次の次の日のこと 5月31日 （月）
堕
登園時、母親が、 一昨日の誕生会で もら ったプレゼント （保育者の手作り、 A男のいい
ところをいろいろ書いたカード）を A男がとても大事にし、 1日中持ち歩いたとお礼を言
つ。
保育者が、 1番最後に登園した U男のシール貼を手伝いながらN男と話していると、 A
男が「先生、ほら、雨だよ」と粘土で作ったものを持って来る。保育者が「まー、粘土で
雨ができたの。面白いねー」とそれを受取り 、U男やそばにいたM子や S子に見せ、 「雨
降ると、傘ささないとね」 「みんな、傘持ってる？ 。何色かな」などと聞くと、 N男達は
「持っ てるよ」 「青色」 「僕、黄色」 「雨降ると、カエル、 喜ぶ よ」 「カタッムリモね」
などと話す。A男は、そんな皆の話をお っとりと聞いている。
＊ 保育者が赤い雨や青い雨を描いたとき、 「雨は白しかないよ」と 言っ たA男だが
（記録Aの3)その後、 A男が描いた雨の Hの2回の絵には、2回とも赤い雨や青い
雨が描いてあ った。そして、この日も、 A男は雨を作って保育者の所に来た。
陀、； 2 A のーから王のところにやって る 6 8 0れ
登園時、保育者が、 「おはよう 」 と言うと 、こ くんと素直にうなずく 。
シールを貼ると、さ っさと外靴を履いて外に出て、砂場の所で御馳走をつくり始める。





んせー」と手を振ったりする。 しかし A男も K男もわき目もふらず黙々と手を動かしてい
る。少し離れた所にあるストアで御馳走を作っていた 3人の女児が、 「パーテ ィするから
来て」と 言って来たのでそちらに移る。一緒に付いて来たN子と I子と3人で指定された










てんていって言うんでしょう 。 Iちゃん、 Iちゃんのてんてい、たねまつてんていってわ






いところをたくさん書いたことが、 大きな 1歩にな ったようにも思う 。
兒．； 3 おたまじゃ しをがし ：： れを―に序しる 6 1 7日 ：： 
朝から雨。元気の良い男児が、 4年生のK学生rりとカメンライダーごっこすると 言って
遊戯室に行くと、多くの子がついて行く 。A男も K男と 一緒に走ってついて行く 。
暫くすると、カメンライダーごっこに満足した様子の3人の男児が保育室に帰って来
る。そして、テラスに置いてあ ったおたまじゃくしの水槽の所に行き、手でおたまじゃく
しを捕まえた りトレーで追い回したり 牛乳パ ックに入れたり水槽ごとタライに移したりし
て遊ぶ。そこへ、帰ってきたA男と K男が加わる。おたまじゃ くしは、血がでたり潰れた
りテラスにほおり出された りするが、 5人は夢中で遊び統ける。保育室で、他の子 と遊ん
でいた保育者がそばに行って 「可愛そうに。死んじゃうよ」と 言うが誰も耳をかさない。
保育者は、 「おたまじ ゃく しさん、ごめんね」と 言いながら、テラスでまだ生きているの
を水槽にもどしたり死んだおたまじゃくしをきれいなトレーに入れたりする。 5人は、暫
く遊んだ後、満足したのか他の遊びを始める。
A男と K男は、 屋根の樋から落ちてくる雨水を空容器に受け始める。容器によ って音が
違ったり、容器から水があふれる様子を面白がっている様子。その後、 2人は、雨水が落
ちて くるところに頭をつき出して頭で雨水を受ける。そんなことをしているうちに、洋服
がびしょぬれにな り、K男はさつさと 着替えて他の遊びを始める。A男は 1人で雨水を受
け続けていたが、 「先生、もう 帰り たい」と 言っ て来る。保育者が「そう、冷た くなった
んでしょう 。頭拭いて着替えようね」 「A男君のタオル、どれかしら」 と言うと、 A男
は、 「ヒント、 卜がつくよ」と 言う。 「卜ねー」と保育者がわざと分からない様子で「第
2ヒントを言っ てくださいな」と 言うと、 A男は「キがつくよ」と 言い、黄色いトラの絵
のついたタオルを取る。保育者が 「あ、 トラの絵だか ら卜、 黄色だからキね」と言いなが
らタオルを受け取り、 「頭、気持ち良かったでしょう」と 言 うと「うん」 と元気に答え
る。保育者は、 「A男君が、また熱を出しませんように」 「A男君が休むと、先生寂しい
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思う 。 「可愛そうよ」と 言う保育者の言葉などには耳を貸そうともしないで小動物を
追い回して遊ぶ子どもを見る度に、小動物を殺したこともなく気持ち悪がって近寄ろ
うとしないような子どもに、生物に対する愛情や興味が持てるのだろうかと思う 。


























1 5日、今日も S男と K男が、朝から“おうち＂を作る様 子。今日はただ積み木をガタ
ガタ崩すのでなく、まず、最初に広いスペースを取ったところに積み木が 1直線に並べら
れ、玄関か門らしきものから作 られて行く 。丁度積み木が並べられた時に、 N子がひょい
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と積み木をまたいで入って行くと、 S男が「だめ」と 言 う。 1昨日も昨 日もそ このメン
バーに加わって遊んだN子は不思議そうに「どうして？」と聞く 。 S男は 「隊長ごっこだ
から、だめ」と言う 。N子は「よせて」と 言う。S男はまた 「だめ」と言う 。そんなやり
取りを聞きながら、やはり前々日からのメンバーである S子が、紙と鉛筆を持ってひょい
と積み木をまたいで入っていく 。S男は S子には何も 言わない。S男が「だめ」と 言うの
で仲間入り出来ないでいる N子を、 K男が引っ張り込もうとする。 しかし、 N子は、動か
ない。保育者が、そこに行き、 N子とは 1昨日も昨日も一緒に遊んだのになぜいけないの
かと S男に尋ねる。S男は、 「だめ、隊長ごっこだから、だめ」と 言う。N子の目から涙
がどっと出る。保育者は「S男くんだって、 一緒に遊びたい時、だめと 言われたら悲しい
でしょう 。N子ちゃん、悲しいんだよ」と 言うが、 S男は「いいよ、だめ言われたら違う
ところへ行くもん」と 言う。
保育者が「そう、じゃ、今日は、 N子ちゃん、先生ともう 1つ、ちがう“おうち”作ろう
か」と 言うが、 N子は「外で遊ぶ」と保育者に言っ てテラスの方へ出て行く 。 しかし廊下
をぐる一とまわって入り口の窓の所に行き、そこにへばりついてまた中を見ている。
保育者は「じゃ、今日は、 S男君たちのお隣さんを作りましょう」 「先生の “おうち＂に
は誰でも入って米てください」と 言いながらママゴトサークルを出したりゴザを出したり
する 。すると、 1男が手伝い初め、 N子も帰ってきて手伝う 。 1畳敷のゴザをママゴ ト
サークルと椅子で囲んだ“おうち＂が出来る 。それを見て H男がもう 1つのサークルを
持って来て、もう 1軒の“おうち＂を作る 。そこには、 M子と U男が本を持って人ってい
く。 3軒の“おうち＂ができたことになる 。
保育者が 「さあ、 “おうち＂ができた 。ここで、本でも作ろうかし ら」 と紙と鉛筆を
持ってくると、 1男と N子も紙と鉛築を持って来る、そこへ、保育室のどこかで遊んでい
たらしいA男が紙と鉛筆を持って来る。4人になると、おうちが狭いので、保育者は、も











て、おうちごっこが終わろうとする頃、 「先生」 と小さな自作のノートと 1枚の画用紙を
見せに来る。小さな紙をホ ッチキスでとめて作った8ページのノートには、 1ページごと








と思った。 しかし、そのうち、その文面の中には、 T男の 「その
日のおうちごっこがとても面白かったよ」と 言う気持ち以上のも
のが含まれているように思えてきた。そこには、 1 4日に、 S男
に「だめ」と 言われた時のT男の思い、そんな思いを味わった故


























































とで満足していたのだと思う 。そんなA男にと って、急に始ま ったたくさんの子どもがい
















































注）K学生は山口大学教育学部の学生。 1年間、 1週に 1度、卒論のため保育に参加して
しヽた。
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